
高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける『算数科・数学科授業づくり講座』は，学習指導要領が目指す授業づく
りを推し進めるとともに，日常的に授業研究に取り組む風土づくりを行い，自ら学びともに高め合う教員の育成と教科指導力
の向上に向けて，教材研究会と授業研究会をセットにして実施しています。本年度は三里中学校を拠点校として実施してお
りますが，新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から，２セット目の教材研究会と授業研究会については，リモートでの
開催となりました。今回は，８月25日実施の【教材研究会】及び９月28日実施の【授業研究会】の様子を紹介します。
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高知市教育委員会
学校教育課学力向上推進室

つながる！高まる！高知の未来を創る

【単元の提案】第２学年「一次関数」 【授業提案】一次関数の利用 高知市立三里中学校 数学科

本単元では，第１学年と同様に具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して，一次関数の特徴を表，式，グラフで捉えるとともに，それらを相互に関連付けることで，比例と一
次関数を統合的に捉える等，関数についての理解を一層深める。また，事象を理想化・単純化し一次関数とみなすことで未知の状況を予測できるなど関数を学ぶことのよさを実感できるようにしたい。
授業では常に具体的事象と表，式，グラフを関連づけて考察し，表現されたグラフや式が何を意味しているのかという意味的理解を図る活動を通して，グラフや式の意味や働き，よさを実感させること

で，関数の考えを問題解決に生かせる力につなげていきたい。また，問題解決の場面においては，「一方の値が決まれば他方の値がただ一つ決まる」という関数関係を見いだす場面を大切にしていきたい。
学びに向かう力，人間性等においては，日常事象の中に潜む問題を解決するために関数の考えを使い，表，式，グラフを根拠として説明していこうとするなど，生徒自ら資質・能力の高まりを実感でき

るようにしたい。

提案の主旨

【宮脇教諭】

単元の提案 本時の提案

単
元
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【小野教諭】

自分で導き出した予測などの判断

について，表・式・グラフを根拠にし

て説明できる姿 
関数の考えを使うことのよさを実感

し，問題解決に生かそうとする 単元のゴールで目指す 
子供の姿 

【講師】 島根県立大学教授 高知県教育委員会教育課程推進専門官 齊藤 一弥 氏 令和３年８月25日 教材研究会より

単元の提案
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授業づくり講座 

三里中 

中２ 一次関数 
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１ 「関数」と「関数の考え」の違い
・「関数」とは
一方（x）の変化に伴って，もう一方（y）が変わるもの。

・「関数の考え」とは

関数の中にある変化のきまりを見つけて，そのきまりを利用し
て問題解決をする考え方のこと。
教員が「関数」と「関数の考え」の違いをしっかり意識していく

ことが大切である。

関数そのものではなく，「関数の考え」を指導する

２ 「関数の考え」がもっとクローズアップされる授業へ
関数は問題解決の道具であり手段である。よって，関数（表・
式・グラフ）そのものを教えるのではなく，「関数の考え」を使っ
て問題解決するまでの一連のプロセスを重視した指導をしてほしい。
そのためには，１年生から２年生にかけて「見方・考え方がいか

に成長したか」を把握した上で単元を描く必要がある。２年生では，

変化や対応の特徴を見いだすことに加えて，表・式・グラフの相互

関係，関数への深い理解（２元１次方程式や連立方程式との関連）

について考察し，見方・考え方を成長させていく。これらの見方・
考え方を働かせ問題解決する活動を通して，関数のもつ「働き」
「必要性」「よさ」を子供が実感できるところまでを単元計画に入
れていくことが大切となる。

単元の構成 

 

 

S44  学習指導要領現代化 

課題① 
単元前半で一次関数の知識・技能について学習し，

単元後半で日常事象での活用に取り組む流れとな

っている。 
式をつくる，グラフをかく等，形式的な指導にて

単元が進んでしまう。 
グラフや式の意味や働き，よさを実感できず活用

する力につながらない。 課題② 
与えられる事象が，関数として扱われる

ことが前提で問題解決に取り組む流れと

なっている。 
自分で「関数関係を見いだすという経験」

が少ない。 
問題解決に関数の考えを活用する力につ

ながらない。                     
 

一次関数の単元における授業づくりの課題 
問題解決に関数の考えを利用する 
ことのよさを実感させたい  
１ 具体的な事象から二つの数量の 
関係を捉え，関数関係を見いだす 
過程を重視する。 
２ 具体的な事象を扱った問題解決
の場面を設定し，「知識・技能の習

得」と「問題解決」を関連付ける。 



日本の未来を予測してみようという生徒の関心のもと，日本人選手のマラソンの記録が２時間を切るのはいつかを題材に授業を行いました。問題解決のた
めに必要となる情報の収集や問題解決の方法についても生徒に委ねるために２時間構成にし，数学的活動を意識した授業が展開されました。

齊藤先生からの助言を基に修正を加えた

単元計画

様々な要素がある中，理想化・単純化し
二つの数量を関数関係として捉える

問いの発生

日本人選手の記録に関するデータの収集

関数の考えが使えそうだという見通しをもつ

全体の傾向をつかむ
ためグラフにする

歴代の日本記録以外
の点は捨象する（見
方）

グラフを直線とみなし
てよいか議論する

グラフの直線をさらに伸ばす
ことで課題を解決する

「用いるもの」とその「用い
方」を意識し，問題解決の方
法を数学的に説明する

急な傾きの直線をかいた生徒の意見を提
示し，その直線について考察することで，
技術の進化など新たな解釈を見いだし，
そこから新たな予測の可能性を知る

グラフを直線とみなす
ことで，先を予測でき
るようになったことを
自覚する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学びの価値を自覚する単元構成へ 

目的・価値 

“予測” 
 

将来を予測する

には？ 

利用の 

価値 

数学的活動の 

“A”“D”の局面の
活性化 

役割 

“小単元”を学び進む目的の自覚化 

特徴・性質 

“表”“式”“グラフ” 
 

y = ax+b という関数 

グラフの交点 

二元一次方程式
との関連 

道具 

相互関係 

役割 

活用・利用 

“生活創造” 

“文化創造” 
 

よりよく暮らす 

一次関数 and 関数の考えを学ぶプロセスを明示する 

Ⅰ Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

３ 学びの価値が自覚できる単元構成へ
「関数と見て考える」ことで先のことを予

測することができるようになる。このよう

に物事に対しての見方や考え方が豊かにな

ることが子供たち自身の生活創造につな
がっていく。これが関数を学ぶことのよさ
や価値であり，そのよさや価値を子供たち

が自覚できるような単元にするためには，

従来通りの時系列で描く単元計画では難し

い。本単元では，「一次関数」と「関数の
考え」を学ぶプロセスを意識した単元計画
を描く。

本 時 で 描 く 数 学 的 活 動

提 案 授 業

問題解決のために必要となる情報を，生徒自身が一人
一台端末を利用して収集していく。

従来通りの単元計画でよいのか？


